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有機無機複合物質であるハロゲン化鉛系ペロブスカイト半導体は、薄膜形成に優れており、優

れた集光能力と高いキャリア移動度を持つことから、現在太陽電池材料として大きな注目を集め

ている。近年、同化合物において固有の欠陥が電子物性および太陽電池特性に与える影響につい

て報告がなされているが、実際の薄膜中における欠陥構造の詳細については十分に解明されてい

ない。我々は、有機金属ハロゲン化物ペロブスカイト化合物薄膜中の欠陥構造と相挙動の関係お

よびそれらが太陽電池特性に与える影響を明らかにすることを目的として、各種分光法を用いた

研究を行っている。今回は、主としてラマン散乱分光法を用いてＸPbY3(Ｘ= formamidinium, 

methylammonium or guanidinium; Y=I, Br or Cl)およびこれらの混晶薄膜の相挙動、欠陥構造および

分子運動性について調べた結果について報告する。図 1に CH3NH3PbBr3薄膜および単結晶試料の

CH3NH3
+の局所振動に関する領域の 10 Kにおけるラマン散乱スぺクトルを示す。本講演では、他

の有機カチオンの結果を含めた詳細な解析結果について報告する。 

図１. CH3NH3PbBr3薄膜および単結晶試料のラマン散乱スぺクトル(10 K) 
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